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achyon
なかにし礼氏によって作詩された公立小松大学校歌のタイトルは「光より速き
われら」。ときに光速をも超える思念やインスピレーションが本学学生・職員
の spirit から発せられるよう念願し、本誌のタイトルとして選んだのが「タキ
オン」（Tachyon）である。Tachyon は、未だ確認されていない粒子であるが、
光より速い速度をもつとされ、ギリシャ語の「ταχ （速い）」を語源とする。

学長　山本　博
（図出典：Institut for teoretisk Fysik）

［タキオン］

vol.15
2025.09

こまつから未来へ
公立大学法人
公立小松大学

Wee EnjWee Enjoyy
aamp ss LiCCaamppuuuss Liffee
広報室学生委員員広報広報報広報室学室学生委生 員員

広広 学生委 と ?広報広報報室広報 学生委委員とはは員 ?!?
ページペ をチェック１、１、２２ページをチェチェックク

公
立
小
松
大
学
　
広
報
誌
　
Tachyon　

vol.15　
発
行
日
：
2025

年
９
月

発
行
：
公
立
小
松
大
学
事
務
局
　
〒
923-0921

石
川
県
小
松
市
土
居
原
町
10-10　

TEL：
0761-23-6600

○新キャンパス開設記念　公開授業「医療と文化ー遺伝と病気」
日時：10月 27日（月）13：00～ 14：30
講師：山本 博 学長　　コーディネーター：志村 恵 副学長

（教育担当）

○ 新キャンパス一般見学会＆市民公開フォーラム2025
フォーラムテーマ：「スポーツ医学・工学・ツーリズム」
日時：11月 22日（土）13：00～ 16：00

見学会 13：00～　／ フォーラム 14：00～

小松駅東地区の複合ビル「ウレシャス小松」４階に新たに「中央第２キャ
ンパス」を開設し、10月27日（月）から利用を開始します。
講義室や共同研究室、オープンスタジオ等を備え、より充実した学びと

研究の場を創出します。
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日時 10月18日  土19日  日10：00～17：00
（19日は 15：00まで）

公立小松大学祭「第８回青松祭」

場所
中央キャンパス
小松駅前市民公園

企画
高校生や市民の方にもお楽しみいただける
模擬店、ステージ、縁日、学術企画、
学科紹介などのプログラムが盛りだくさん！
お気軽にお越しください！

中央キャンパスで楽しめる体験型企画や
サークル展示に加え、ステージでは
昨年大好評だった抽選会を開催します！
今年も楽しい大学祭を全力で準備中♪
小松Revolution な青松祭、
ぜひ遊びに来てください！！

　こちらから
　ご確認ください。

Instagram HP

◀ 問い合わせ ▶　中央キャンパス  総務課　☎ 0761-23-6600

◀ 問い合わせ ▶　中央キャンパス  学生課　☎ 0761-23-6610

中央第２キャンパス10月27日開設

10/27（月）公開授業・11/22（土）新キャンパス一般見学会

マシンガンズ観覧無料 !!
スペシャルゲスト

ウレシャス小松外観

【所在地】
〒923-0868 石川県小松市日の出町１丁目

100番地ウレシャス小松４階
アクセス：小松駅より徒歩１分

19日（日）14：00
小松駅前特設ステージに集まれ！

出演者は予告なく変更になる場合がございます。予めご了承下さい。演者は予告なく変更になる場合がございます 予めご了承下さい

申込はこちら

申込はこちら

募集中

今年
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ーマ

小松
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翔けろ！
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広報室学生委員が取材！

ウワサの○○についてきいてみた！ウウウウウウウワワワウワウワウ ササササササササのワサワサのワサ ○○○のの○○○の○の○の ○○○○○に○○○○○○に○○に○○に○○ににににつつにつにつに いていてついてつい ききててききてきてきて いていていてい みみみみみてみてみてみたた！たたた！た！た！たウワサの○○についてきいてみた！ウウワワウ サササのワサの○○の ○○○に○○につつに いいてついてききて いいてい みみてみたた！た

学生ならではの視点やアイデアを活かして公立小松大学の魅力を発信するために活動学生 でらでは学生な の や点やアはの視点 をアを活アイデア か 公て公立活かして 小 学大学の立小松大 魅 発を発信の魅力を めために信するた に
している学生チームのことで、現在21名で活動しています。具体的には、サークル活しししていい 生生学生チている学 ー ここのことチームの でで 在在現在2とで、現 活活で活動21名で ままいます動してい 的的体的にす。具体 ーサークには、サ クル活
動や公立小松大生の１日、小松市のおすすめスポット等、リアルな大学生活や大学周辺動や動やや公 松大公立小松大や 小松大や公立小 生 日生の１日、大 １日、大生の 小 のお小松市のお市のお小松市 す スポすすめスポお めスポおすすめ リット等、リポ 等、リポット等 大学アルな大学リ な大学リアルな 大学生活や大学学 や大学学生活や 周辺学学
の環境等について取材し、主に広報室学生委員の Instagramで発信しています。のの環の環境 つについについ環境等に環境等に て し材し材し、いて取材いて取材 主 報広報室広報室主に広主に広 生 員委員の委員の室学生委室学生委 n ragramagramの Instaの Insta で発信して発信してmで発mで発 い 。すす。ていまていま
今回は、広報室学生委員が大学で話題になっていることについて取材してきました！今今今回 広報回は 広報今 、広報今回は、 室 委員室学生委員報 生委員報室学生 が で話が大学で話員 学で話員が大学 って題にな て話 なって話題にな る とにいることにて ことにているこ い 取材ついて取材に て取材について て まししてきまし材 きまし材してき た！

広報室学生委員とは？

ウウウワワワササワワワワササウウウウワワワササ①①①①①①①①①①サ①①サササ①①①①①①①サササササ①①サ①ササササ①①①①①ササササウウウウウウウウウウ ササササササササササ

個性豊かな留学生が
勢揃いしているらしい！

日本の少女漫画に興味を持ち、日本
への留学を決めました。現在は、日本
語、異文化コミュニケーション、古典
文学などを学んでいます。特に日本の
古典で用いられる言葉のリズムや表現
の美しさに魅了され、源氏物語や枕草
子を原文で読み解いた後、原文と中国
語訳を読み比べたいと思っています。
大学では自習室がお気に入りの場所

で、落ち着いて勉強に励むことができ
ます。

アニメを通して日本に興味を持ち、
やがて日本文学や文化政策研究にも関
心が広がりました。現在は大学院で、
外国人の居住者数が少ない地域におけ
る国際交流協会の役割について研究し
ています。
今熱中していることは日本各地を巡

る旅です。特に歴史を感じられる遺跡
が好きで、47都道府県制覇を目標に
しています。将来は、旅行や教育、国
際文化交流の分野で日本と関わる仕事
に携わりたいです。

小さい頃から日本のアニメが好きで
高校から日本語を勉強し始めました。
先生の後押しもあって公立小松大学へ
留学。大学では日本語の勉強に加え、
日本の屏風についても研究しています。
ラーメンなどの日本の食べ物が大好

きで、帰国までにいろんなものを食べ
たいです。また、アニメをはじめとす
る日本のポップカルチャーについて、
もっと詳しくなりたいです。

日本社会と日本文化について深く学
ぶため、また日本語能力を高めるために
留学を決めました。主に言語学と国際
文化交流に関することを学んでいます。
演歌が大好きで、よくみんなに披露

しています。演歌の歌詞には哀愁など、
日本の情緒がよく表れていると思いま
す。難しい単語もありますが、教科書
では学ぶことができない様々な表現を
知ることができて楽しいです。

日本に来た理由と、日 に本に来本 理由と、た理 、
学んでいることを教えてください！学 でんでいんでい学ん学ん をとを教とを教るこるこ え くてくだてくだ教えて教えて さ ！い！い！ださいださい
に来た理由と、来 由と、た理 、

学んでいることを教えてください！んでいん をとを教るこ え くてくだ教えて さ ！いださい

それぞれ興味があることを究めている留学生に刺激をもらいました！何人かはもうすぐそそれ 興味それぞれ興そ ぞれ興味それぞ が こと味があるこ味 ること味があ を ていとを究めてと めていとを究 る 生にいる留学生い 学生にいる留 刺 もらに刺激をもに 激をもらに刺激 い たらいましたら したらいま 何 はも何人かは！ かはも！何人 うもうすぐももうす
帰国してしまうので寂しいのですが、後期から新たな留学生が来ます。留学生をキャンパ帰帰国帰国し ましまうしまう国して国して の 寂しい寂しいうのでうので の がすがすが、いのでいので 後 らから新から新後期後期 た 学留学生留学生新たな新たな が すますます。生が来生が来 留 を生をキ生をキ留学留学 ャ パパキャンキャン
スで見かけたら、みなさんも声をかけてくださいね～！スでスで見 たらで見かけたで けたらで見か さんら みなさんら なさんら、み も かけんも声をかけん をかけんも声 て さいけてくださいけ ださいけてくだ ねね ！いいね～

取材後記
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「生涯学習」という言葉を最近よく耳にしますが、大学では、様々な方「生 習学習」「生涯学 い 言う言葉という 最 よ近よく耳葉を 近 にしま が耳にし で大学ではが、大 な々な方は、様 方
の「学びたい」という気持ちに応える講座がいくつも開講されていることの 学 い」「学びたびたい」「学び と 気持と う気持う気持とい ち えるちに応える持 応える持ちに応 座 い講座が くる がいくつる講 が も 講 れも開講さ開講されつも開 て ことれて るれ いることれてい とと
を知り、とても意義深い取り組みだと感じました。講座の内容も興味深く、を知を知りり ててとても知り、とり てとても知り、と 義義 いい深い取意義深義 い深い取意義深 組組 だだみだと感り組み組 だみだと感り組み じじ たたした。感じまじ たした。感じま 講講 内内の内容講座の講 内の内容講座の 興興 深深味深く容も興味興 深味深く容も興味 、
幅広い年代の方々と共に学ぶことができ、貴重な体験となりました。広幅広い 方広い年代の広 年代の方広い年 々 に学方々と共に学方 共に学方々と ぶ がで学ぶことがで学 とがで学ぶこと 、 重なき 貴重なで 貴重なでき、貴 験 な ま体験となり体 となりま体験と しましたま たました

取材後記

志村副学長！志村志村村副 長副学長！村 学村副学村副学長！村副 長学村副学
Open UniverCityとは、どんな講座ですOOOOOpe U iU iiUniveen U C とCiCC tyとerCit んどんなは どんんどんなは、ど 講座ですな講座講講 でで座ですな講座Open UniverCityとは、どんな講座ですiUnivee U C tyとerCit 、 んどんなは、ど 講 で座な講座 すか？すすか？か？すか？

公立小松大学が主催する「市民公開講座」のことです。小松市民をはじめ、様々な方々に開公立 開かれた
講座を目指し、「大学（University）」と「市（City）」を組み合わせて「Open UniverCity」」と名付
けました。講座では、最新技術や地域に根ざしたテーマ、国際的なトピックスまで多彩な内容容を扱っ
ています。大学の研究や知見に触れることで学びの面白さや奥深さを感じていただければ幸いです。
また、この講座を通じて、大学や学びをより身近に感じていただき、生涯にわたって学び続ける文化
が広がっていくことを願っています。

志村副学長志村村 学学副学長志村副 長志村副学志村 学副学志村副

２つの講座を取材してきました！

「地域社会の国際化」をテーマに、国際交流センター所属の教職員と海外協定校の教員が講演を行いました。
約100名の参加者は、専門的な視点による３つの講演それぞれに関心を寄せ、熱心に耳を傾けていました。
全体質疑応答では活発なやり取りが交わされ、盛況のうちに終了しました。

理事長・学長・副学長・学長補佐による全６回シリーズの特別講座であるアカデミックリーダーズセミナー。
伝統文化、医学、エネルギー、スポーツ、心理学など、毎回多彩なテーマで楽しく学べる内容となっています。
８月２日に行われた第１回目の講座「理事長の雑学①歌舞伎を楽しむ」では約40名が熱心に受講しました。

☆６月15日（日）国際交流センターセミナー　＠小松市團十郎芸術劇場うらら

☆８月２日（土）アカデミックリーダーズセミナー　第１回目　＠公立小松大学
 中央キャンパス

体

　小松で歌舞伎のリーダーとして
活躍されている石田理事長のお話
を伺いたく、受講しました。小松
がより身近に歌舞伎を感じられる
街になれば素敵ですね。

　大学が「地域社会の国際
化」について講演を行うこ
とがとても良いことだと思
いました。大学の取り組み
について理解を深めること
ができました。

み
と

を
が
街

●９月27日（土） ………………………………… 市民公開フォーラム2025「能登半島地震と福祉のまちづくり」
●10月１日（水）～１月28日（水）（全８回） …… 中国語カフェ
●10月４日（土）～11月１日（土）（全４回） …… 次世代考古学研究センターセミナー「小松の石文化とマヤ文明遺産の研究最前線」
●11月22日（土） ………………………………… 市民公開フォーラム2025「スポーツ医学・工学・ツーリズム」

各種講座について、詳細
のご確認とお申込みは右
記の二次元コードからお
願いいたします。

今後開催予定の主な講座

方
とと
、、、

受講者の
声

受
講

者の声

ウウワワワサササ②②②ササウウウワワワワサウウ サウウワワサワワウウウワワワサササササササ②②②②サササ②②②②②②②②②②ササ②②②②②ウウワワウウ ②②②②ワワササ②②②②②②ウウウウウワワワワワワウウウウウウウウウワワワウウ ②②②②②②②ワワササワワワワササササササササササ②②②②②②②②②②②②②②②②

今年からOpen UniverCityという
講座が始まったらしい！
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　石川県小松市團十郎芸術劇場うららにて、令和６年度
学位記授与式を執り行い、３学部４学科の卒業生230
名と大学院サステイナブルシステム科学研究科の修了
生16名の門出を祝いました。ヘルスケアシステム科学
専攻の角浦 裕里さんが大学院修了生を代表して挨拶し、
学生生活での挑戦と学びについて述べ、学生生活を支
えた教職員、学友、家族への感謝で締めくくりました。

　石川県小松市團十郎芸術劇場うららにて、令和７年
度入学宣誓式を執り行い、生産システム科学科86名、
看護学科 52名、臨床工学科 38名、国際文化交流学
科80名、大学院サステイナブルシステム科学研究科
博士前期課程 27名、後期課程３名、合計 286名が
入学しました。
山本学長による入学許可の後、入学生を代表して国際
文化交流学科の
水原妃愛さん、
サステイナブル
システム科学研
究科生産システ
ム科学専攻博士
前期課程の二口
健志さんが宣誓
を行いました。

　学部ごと、３キャンパスに分かれて「オープンキャ
ンパス2025」を開催しました。参加者約800人が学
科説明や模擬授業、体験企画、キャンパス見学、学生
交流など様々なプログラムを体験し、各キャンパスと
も終始活気にあふれていました。

2025年３月～８月

７

　お旅まつりの「曳山曳揃え」が行われ、学生、留学生、
教職員 計 19名が寺町・西町の曳山を移動させる曳き
手として参加しました。当日は爽やかな風が心地よい
中、空に響き渡る「よーいや八寸（はっすん）」の掛
け声とともに町の方々と
力を合わせて曳山を曳き
ました。地域の方々との
交流を通して小松の文化
を肌で感じ、伝統文化へ
の理解を深める貴重な体
験となりました。

　大阪・関西万博のCommons-D ホンジュラスブー
スにて、次世代考古学研究センターが民間企業と共同
制作・監修した、世界文化遺産「コパンのマヤ遺跡」
に関する 3Dデジタルコンテンツや動画が公開中で
す。これらは、本学の重点研究「つよみ」；「先進的な
科学技術を適用したマヤ文明世界遺産の保存と活用に
向けた産学連携研究」の研究成果に基づくものです。
公立小松大学は、コパン遺跡を管轄するホンジュラス
国立人類学歴史学研究所とコパン遺跡の共同調査・保
存協定を結んでいる
国内で唯一の大学で
あり、現地にリエゾ
ンオフィスを設置し、
コパン遺跡の調査研
究・修復保存に日々、
貢献しています。

万博開幕初日の様子
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2025 年

 ９月27日（土）
　市民公開フォーラム2025
　能登半島地震と福祉のまちづくり

～９月28日（日）
　夏季休業

 ９月29日（月）
　後期授業開始
　※履修登録は、10月10日（金）まで

 10月18日（土）、19日（日）
　大学祭「青松祭」

 11月15日（土）
学校推薦型選抜（地域推薦）、
　社会人選抜、外国ルーツ選抜

 11月22日（土）
　市民公開フォーラム2025
　スポーツ医学・工学・ツーリズム

 12月20日（土）
　学校推薦型選抜（一般推薦）

 12月27日（土）～１月12日（月）
　冬季休業

　ヒューマンリソースコーディネーション機構は、公立小松大学の学生・
教職員支援に関係する全ての部署やセンターと連携・協働し、一人ひと
りが尊重され、力を発揮できるよう、安心して学び働ける環境づくりを
推進することを目的に発足しました。多様なニーズに応じたきめ細やか
な支援を行っています。誰もが気軽に相談できるオフィ
スアワーを設け、個別相談にも柔軟に対応していますの
で、お気軽にご相談ください。

輝く公立小松大生

■臨床工学科
北浦 弘樹 教授　 公益財団法人 てんかん治療研究振興財団

研究褒章受賞
■生産システム科学科
酒井 忍 教授　　　公益社団法人日本設計工学会 武藤栄次賞優

秀設計賞受賞
上野 祐亮 助教　　公益社団法人日本設計工学会 教育推進賞受賞

教員 受賞・功績一覧

2026 年

 １月17日（土）・18日（日）
　大学入学共通テスト

 ２月３日（火）～13日（金）
　後期試験（補講・試験予備日含む）

 ２月14日（土）～４月上旬 
　春季休業

 ２月25日（水）
　一般選抜（前期日程）

 ３月10日（火）
　一般選抜（中期日程）

 ３月23日（月）
　学位記授与式

枝元 香菜子さん
（大学院ヘルスケアシステム科学専攻博士後期課程２年）

■Mt.FUJI100（トレイルランニングレース）　女子４位
■富士登山競争（山岳レース）【山頂コース】　第４位
■志賀高原100【55km部門】優勝
■平尾富士トレイルランニングレース　優勝

トレイルランニングとは 舗装された道路ではなく、林道は
や登山道などの自然の中を走るアウトドアスポーツ

　令和６年度の学業成績が特に優秀だったとして、各学科から推薦され
た下記45名が学長表彰に選ばれました。

【生産システム科学科】（15名）
荒尾明成、坂上結衣、竹下蓮弥、津田真太郎、万本大悟、浅野隼翔、河端勇人、
窪田大志、中川雄登、錦織空大、青木友里、池田裕也、市川拓真、近間亮太、
西岡浩志

【看護学科】（８名）
大橋加歩、谷内友花、山口百華、
井坂美月、塩野愛莉、飴田澄紗、
髙橋奏光、寺林鈴花

【臨床工学科】（７名）
工藤美月、水井大智、小川七彩、
田中千景、寺西こはる、
中村友香、木工愛斗

【国際文化交流学科】（15名）
荒川優矢、木下紗蘭、中尾心咲、灰田成穂、若松千亜、荒川さとみ、尾張希颯、
小染奈都子、田悟柚稀、原唯七、池田晴登、川添るもい、小間井紗彩、佐竹優芽、
米田好花

保健医療学部　表彰式

詳しくはこちらから

Mt.FUJI100ゴールの瞬間
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令和令和８８年度年度
（2026年度）（2026年度） 公立小松大学入学者選抜試験公立小松大学入学者選抜試験

令和８年度入学者選抜より入試制度新設など変更点があります。

出願の際は必ず学生募集要項をご確認ください。
学校推薦型、社会人、外国ルーツ選抜は９月頃、一般選抜は 10月頃公立小松大学のホームページで公表します。

生産システム科学科　地域推薦対象エリア拡大（北陸３県推薦）

●これに伴い、地域推薦と一般選抜の募集人員を変更しました。

県内推薦
（対象エリア石川県のみ）

北陸３県推薦
（対象エリア石川県、富山県、福井県）

１

生産システム科学科　地域推薦　女子枠新設

２ ●北陸３県推薦に「女子枠」を新設します。

●市内推薦では女子の推薦枠を追加します。

看護学科　外国にルーツをもつ生徒を対象とする特別選抜
（外国ルーツ選抜）新設３
●親が外国籍の方を対象とした選抜区分を新設しました。

区分 出願期間 試験日 合格発表 入学手続期限
学
校
推
薦
型
選
抜

地域推薦
（市内、県内、北陸３県）

11月1日（土）～
11月7日（金） 11月15日（土） 12月1日（月） 12月8日（月）

一般推薦 12月2日（火）～
12月12日（金） 12月20日（土） 令和8年

2月10日（火）
令和8年

2月17日（火）

一
般
選
抜

前期日程 令和8年
1月26日（月）～
2月4日（水）

令和8年
2月25日（水）

令和8年
3月6日（金）

令和8年
3月14日（土）

中期日程
令和8年

3月10日（火）
令和8年

3月20日（金）
令和8年

3月27日（金）

社会人選抜 11月1日（土）～
11月7日（金） 11月15日（土） 12月1日（月） 12月8日（月）

外国ルーツ選抜 11月1日（土）～
11月7日（金） 11月15日（土） 12月1日（月） 12月8日（月）

学　　科 入学定員

選抜区分と募集人員
一般選抜 学校推薦型選抜

社会人
選抜

外国
ルーツ
選抜前期日程 中期日程 一般推薦

地域推薦

市　内 県　内
北陸3県

（石川、富山、福井）
一般枠 女子枠

生産システム科学科 80 30 20 7 6 ― 12 5 ― ―
看護学科 50 30 8 2 5 5 ― ― 若干名 若干名
臨床工学科 30 17 5 3 2 3 ― ― 若干名 ―

国際文化交流学科 80 35 25 7 7 6 ― ― ― ―
合　　計 240 112 58 19 20 14 12 5 若干名 若干名

大学入学共通テスト 課す 課さない

（単位：人）
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